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【詳細は４頁以降に掲載】

　嶺北森林管理署管内の工石山レクリェーションの森に高知工業高校建

築学科の生徒がヒノキの展望台を作製しました。展望台から高知市街地

や太平洋の眺めを楽しんだり、休憩所として利用できます。

展 望 台 完 成 記 念

「工石山（赤良木園地）に木造展望台完成」「工石山（赤良木園地）に木造展望台完成」
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技
術
開
発
課
題
に
貴
重
な
意
見
を

第
一
回
技
術
開
発
委
員
会
を
開
催〈

指
導
普
及
課
〉

　

六
月
五
日
、
四
国
森
林
管
理
局

に
お
い
て
、
今
年
度
一
回
目
の
技

術
開
発
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

技
術
開
発
委
員
会
は
、
森
林
生

態
学
、
林
木
育
種
、
遺
伝
資
源
、

民
有
林
管
理
経
営
の
専
門
家
等
の

外
部
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
は
平
成
二
十
年
度
に
実
施
し

た
技
術
開
発
課
題
の
調
査
結
果
等

と
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
二
一
年
度

の
技
術
開
発
実
施
計
画
に
つ
い
て

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。

　

委
員
会
で
は
、
「
天
然
林
に
お
け

る
ス
ギ
天
然
更
新
技
術
の
確
立
」

（
安
芸
署
管
内
）
を
は
じ
め
九
課
題

と
、
平
成
二
一
年
度
を
始
期
と
し

て
新
た
に
策
定
す
る
四
国
森
林
管

理
局
技
術
開
発
目
標
に
つ
い
て
審

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

委
員
か
ら
①
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
生

息
地
周
辺
で
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
と

の
共
生
（
食
害
を
受
け
る
前
提
で
）

を
念
頭
に
お
い
た
試
験
地
の
設
定
も

必
要
で
は
な
い
か
、
②
モ
ミ
・
ツ
ガ

等
の
天
然
更
新
試
験
地
の
設
定
に
つ

い
て
、
モ
ミ
・
ツ
ガ
等
の
更
新
の
状

況
が
思
わ
し
く
な
い
こ
と
か
ら
、
人

為
の
ギ
ャ
ッ
プ
（
モ
ミ
・
ツ
ガ
等
の

稚
樹
が
発
生
、
成
育
し
や
す
く
す
る

た
め
林
内
に
人
手
を
加
え
て
作
る
一

定
の
空
間
）
に
よ
る
調
査
プ
ロ
ッ
ト

を
追
加
し
て
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い

く
と
い
う
意
見
等
が
出
さ
れ
た
一
方
、

現
状
の
自
然
ギ
ャ
ッ
プ
（
倒
木
や
枯

死
に
よ
り
明
る
い
環
境
が
林
内
に
生

じ
た
空
間
）
調
査
プ
ロ
ッ
ト
で
更
新

の
推
移
を
見
守
る
べ
き
で
は
な
い
か

と
い
う
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
貴
重

な
意
見
等
を
踏
ま
え
て
今
後
の
試

験
地
設
定
の
あ
り
方
な
ど
を
検
討

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

第１回技術開発委員会

　

「
平
成
二
十
年
度
治
山
・
林
道
工

事
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
受
賞
者
の
表
彰

式
が
五
月
二
十
二
日
、
高
知
商
工
会

館
で
行
わ
れ
、
次
の
方
々
が
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

（
敬
称
略
）

◎
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
表
彰

〔
治
山
部
門
〕

○
多
田
工
業
（
株
）

　

代
表
取
締
役 

多
田　
　

裕

○
（
株
）
山
岡
組

　

代
表
取
締
役 

山
岡　

保
利

　
治
山
・
林
道
工
事
コ
ン
ク
ー
ル

平
成
二
十
年
度
の
受
賞
者
表
彰
式

〈
総
務
課
〉

　

五
月
九
日
、
十
日
、
東
京
都
日

比
谷
公
園
で
開
催
さ
れ
た
「
森
林

の
市
」
で
、
国
民
の
森
林
づ
く
り

推
進
功
労
者
と
し
て
当
局
か
ら
推

薦
し
ま
し
た
、
「
嶺
北
材
ブ
ラ
ン
ド

「
嶺
北
材
ブ
ラ
ン
ド
化
協
議
会
」

　
林
野
庁
長
官
感
謝
状

　
　
　
　
贈
呈
さ
れ
る

～
国
民
の
森
林
づ
く
り
推
進
功
労
者
～

〈
総
務
課
〉

化
協
議
会
」（
会
長　

田
岡
秀
昭
氏
）

が
林
野
庁
長
官
感
謝
状
を
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

地
元
の
製
材
業
者
等
で
構
成
さ

れ
て
い
る
同
協
議
会
は
、
国
有
林

材
を
含
む
地
元
の
木
材
を
製
材
工

場
で
あ
ら
か
じ
め
基
本
構
造
（
柱

や
梁
等
）
を
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
で

加
工
し
、
住
宅
キ
ッ
ト
「
れ
い
ほ

く
ス
ケ
ル
ト
ン
」
と
し
て
商
品
化

し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
住
宅
キ
ッ
ト
を
、
建
築
現

場
ま
で
直
送
し
て
現
地
で
組
み

立
て
る
方
法
で
、
一
棟
分
（
約

一
〇
〇
㎡
）
当
た
り
の
木
材
価
格

が
一
〇
〇
万
円
と
価
格
を
明
確

に
し
「
国
産
の
木
材
は
高
い
」
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
を
払
し
ょ
く
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
こ
の
住
宅
キ
ッ

ト
で
家
を
建
て
た
い
と
言
う
方
の

○
明
治
建
設
（
有
）

　

代
表
取
締
役 

山
中　

巨
司

○
高
大
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑　

一
志

　

ま
た
、
二
月
九
日
に
林
野
庁
に

お
い
て
、
表
彰
を
受
け
た
方
々
の

披
露
も
同
時
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
林
野
庁
長
官
表
彰

○
湯
浅
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役 

湯
浅　

雅
文

◎
林
野
庁
長
官
感
謝
状

○
拓
明
建
設
（
株
）

　

代
表
取
締
役 

永
井　

将
司
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声
が
、
県
外
を
中
心
に
高
ま
り
、

今
後
、
一
年
間
に
一
〇
〇
棟
の
販

売
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
別
の
地

域
で
も
こ
の
よ
う
な
取
組
が
広
が

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
国
有
林
材
を
含
む
国

産
材
の
需
要
拡
大
、
安
定
的
流
通

の
確
保
へ
の
貢
献
し
て
い
る
こ
と
、

ま
た
、
林
野
庁
の
「
農
林
水
産
物

等
海
外
販
路
創
出
・
拡
大
委
託
事

業
」
の
一
〇
団
体
の
中
の
一
団
体

と
し
て
、
今
年
二
月
に
韓
国
の
ソ

ウ
ル
に
も
住
宅
キ
ッ
ト
「
れ
い
ほ

く
ス
ケ
ル
ト
ン
」
を
出
店
し
、
海

外
へ
向
け
て
の
国
産
材
の
需
要
拡

大
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
な
ど

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
森
の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶
楽
部
」

高
知
県
山
林
協
会
　
永
野
　
俊
彦

　

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
森

の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶
楽
部
」
は
、

平
成
一
七
年
四
月
「
森
林
保
全
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
」
と
し
て
十
二

番
目
に
登
録
さ
れ
、
今
年
四
月
で

設
立
四
年
目
と
な
り
ま
し
た
。

　

「
森
の
応
援
団
・
さ
ん
り
ん
倶

楽
部
」
と
は
、
間
伐
等
の
森
林
保

全
活
動
を
通
し
て
会
員
の
森
林
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
必
要
性
と
理
解
を

深
め
、
森
林
・
林
業
の
普
及
啓
発

に
努
め
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ

れ
た
、
社
団
法
人
高
知
県
山
林
協

会
の
役
職
員
全
員
四
一
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
倶
楽
部
で
は
、
発
足
当
時
か

ら
県
立
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
隣
接
す

る
竹
林
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
コ
ー
ト
東
側
に
モ
ウ
ソ
ウ
竹

が
繁
茂
し
日
光
を
遮
る
こ
と
や
、

コ
ー
ト
に
サ
サ
の
葉
が
落
ち
る
な

ど
の
声
が
利
用
者
か
ら
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
本
倶
楽
部
が
一
役
買

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
で
五
回
目
と
な
る
こ
の
活

動
は
、
四
月
一
八
日
に
実
施
し
ま

し
た
。
早
朝
か
ら
メ
ン
バ
ー
十
名

が
集
合
し
、
草
刈
機
三
台
、
チ
エ

ン
ソ
ー
三
台
を
用
意
し
て
作
業
に

取
り
か
か
り
ま
し
た
。
竹
林
間
伐

を
四
年
間
つ
づ
け
て
い
る
の
で
モ

ウ
ソ
ウ
竹
の
繁
殖
力
も
弱
く
な
っ

た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
そ
の
反

面
、
地
面
に
は
太
陽
光
が
降
り
注

ぎ
、
雑
草
の
勢
力
が
旺
盛
と
な
り
、

主
に
除
草
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

四
月
半
ば
と
い
う
の
に
暑
い
日
差

し
の
中
、
全
員
汗
だ
く
の
活
動
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
は
竹
林
を
保

全
し
つ
つ
、
低
木
の
広
葉
樹
や
実

の
な
る
樹
木
の
成
長
を
助
け
る
な

ど
、
健
全
な
森
づ
く
り
を
進
め
る

計
画
で
す
。
幸
い
林
床
に
目
を
向

け
る
と
、
ヤ
ブ
ム
ラ
サ
キ
や
ヤ
ブ

ツ
バ
キ
、
オ
ン
ツ
ツ
ジ
な
ど
の
幼

木
が
確
認
で
き
、
竹
林
整
備
の
成

果
が
あ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
十
一
月
に
は
、「
四

国
山
の
日
」
の
イ
ベ
ン
ト
が
高
知
県

立
甫
喜
ヶ
峰
森
林
公
園
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
本
倶
楽
部
は

下
刈
り
や
、
間
伐
な
ど
森
づ
く
り
活

動
に
計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ

と
や
、
森
林
整
備
に
必
要
な
技
術
の

習
得
な
ど
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
評
価
さ
れ
「
四
国
山
の

日
賞
、
森
林
整
備
部
門
」
を
受
賞
す

る
こ
と
が
で
き
、
今
後
の
活
動
の
励

み
と
な
り
ま
し
た
。

　

森
林
保
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

は
、
平
成
十
四
年
の
五
団
体
か
ら
、

現
在
は
五
倍
以
上
の
二
十
七
団

体
、
約
九
百
人
が
県
内
各
地
に
お

い
て
地
域
と
密
着
し
た
活
動
を
展

開
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
団
体

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
は
か
る
た

め
に
平
成
十
七
年
七
月
に
「
こ
う

ち
山
の
日
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
を
設
立
し
ま
し
た
。
本

倶
楽
部
は
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
事

務
局
と
な
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
へ
の
加
入
の
問
い
合
わ
せ
や
、

チ
エ
ン
ソ
ー
を
用
い
た
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
作
業
安
全
研
修
の
実
施
な

ど
を
お
こ
な
い
、
会
員
相
互
の
情

報
交
換
や
行
政
と
の
連
絡
調
整
な

ど
、
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
森

林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
県
民
の

み
な
さ
ま
に
よ
り
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
活
動
が
、
山
村
地
域
の
振
興
に

つ
な
が
り
、
自
分
自
身
で
森
林
整
備

に
取
り
組
む
自
伐
林
家
を
増
や
す

き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま

す
。
山
村
の
活
性
化
、
山
村
再
生
が

図
ら
れ
、
高
知
の
山
が
元
気
に
な
る

日
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

四国山の日賞表彰式


